
14
｢７｣のうち
寄宿舎専任
職員数

国立療
養所重
心病棟

その他
の医療
機　関

計
児童福
祉施設

寄宿舎

ｍ＋ｎ

そ

の

他

家庭
(下宿含む)

21　｢17｣の高等部のうち本科の在学者数（再掲）

３　設 置 者 別

11
21
22
23
24

国 立
都 道 府 県 立
市 （ 区 ） 立
町 立
村 立

25
31

指

導

教

諭

本　務　者（休職者等を含む。）

養

護

教

諭

所在地の
市町村番
号

校

長

副

校

長

部　別

９

（

公

立

の

み

）

教

員

組

合

事

務

専

従

者

職

務

上

の

負

傷

疾

病

男

女

別

教

頭

16
｢15｣の
うち外
国人在
学者数
(再掲)

女

男

女

別

（

公

立

の

み

）

教

員

組

合

事

務

専

従

者

育

児

休

業

保

健

主

事

休　　職

家庭
(下宿含む)

17　通 学 状 況 別 在 学 者 数

生

徒

指

導

主

事

計

介

護

休

業

特

別

支

援

学

校

教

諭

免

許

状

｢６｣の本務者のうち
休職等教員数（再掲）

校長・副校長・教頭・

主幹教諭・指導教諭・

教諭・助教諭・講師

  養護教諭・養護助教諭・

  栄養教諭

そ

の

他

炊

事

人

寄

宿

舎

指

導

員

部

主

事

国立療
養所重
心病棟

不

登

校

そ

の

他

計

学

校

栄

養

職

員

本

人

学

校

派

遣

者

事

務

職

員

実

習

助

手

副

校

長

・

教

頭

・

主

幹

教

諭

・

指

副

校

長

・

教

頭

・

主

幹

教

諭

・

指

養

護

教

諭

・

養

護

助

教

諭

・

栄

養

教

諭

寮

務

主

任

指

導

主

事

18　小学校，中学校，
　高等学校との転入・
　転出者数

計

寄

宿

舎

指

導

員

導

教

諭

・

教

諭

・

助

教

諭

・

講

師

11　｢６｣の本務者
　のうち指導主事
　等の数
　（休職者を除く。）
　（再掲，公立のみ）

高 等 部
※
4 0 4 0

司

書

教

諭

計

ｌ

区　　分

児童福
祉施設

中
学
部

19　理由別長期欠席者数

前年度間30日
以上の欠席者

経

済

的

理

由

助

教

諭

・

栄

養

教

諭

導

教

諭

・

教

諭

・

助

教

諭

・

講

師

養

護

教

諭

・

養

護

実

習

助

手

(寄宿舎指導員
を除く｡再掲)

13

小
学
部

前年度間30日
以上の欠席者

転出者

10　｢６｣の本務者のうち教務主任等の数（再掲）

産 休 代 替
教 職 員

12

教

育

委

員

会

事

務

局

その他
の医療
機　関

計

転入者
ｃ

教

務

主

任

病

気

警

備

員

・

全ての障害種別について「１」を記入する。

２. 数字は， 　の中に一字ずつ，右側につめて記入する。

寄

宿

舎

指

導

員

用

務

員

養

護

職

員

学

校

栄

養

職

員

（

国
・
公
立
の
本
務
者
）

私
費
負
担
の
職
員
数

学

校

栄

養

職

員

計

の

う

ち

介

助

業

務

（

看

護

師

等

）

寄

宿

舎

指

導

員

事

務

職

員

を

担

当

す

る

職

員

の う ち 休 職 者

自

立

活

動

担

当

教

員

進

路

指

導

主

事

農

場

長

所

有

者
（

教

諭

・

助

教

諭

の

う

ち
）

学

科

主

任

寄宿舎

中 学 部

小 学 部
※
4 0

幼 稚 部
1 0

2

※
4 0

0
※
4 0 3 0

0

介

護

休

業

職

務

上

の

負

傷

疾

病

休　　職

そ

の

他
※
3 0 1

男

学

年

主

任

等

勤

務

者

・

そ

の

他

舎

監

育

児

休

業

令和6年4月1日から
令和7年3月31日まで
の転入・転出者数

ｉ

ｆ

｢６｣及び｢７｣の本務者のうち
産休代替等教職員数（再掲）

育 児 休 業
代 替 教 職 員

実

習

助

手

事

務

職

員

寄

宿

舎

指

導

員

留

学

者

・

海

外

日

主

幹

教

諭

養

護

助

教

諭

栄

養

教

諭

教

頭

養

護

教

諭

助

教

諭

助

教

諭

教

諭

兼　務　者（休職者等を除く。）

計

講

師

養

護

助

教

諭

副

校

長

栄

養

教

諭

校

長

指

導

教

諭

講

師

0
※
2 0 2

1

0

※
2 0

男

女

報
告
者

事

務

職

員

７　職　員　数（本務者のみ）

（再掲）

８

１. 本校と分校（正規の手続を完了したもの。）は，別々に調査票を作成する。分校の調査票は，本校で取りまと

め，校長から提出する。なお，｢５障害種別｣については，学校教育法第73条により当該学校が教育の対象とする

そ　の　他　の　者

学

校

給

食

調

理

従

業

員

文　部　科　学　省

0

そ

の

他

計

―令和７年５月１日現在―

学　校

分　校

※
1 0

１　本　校

２　分　校

視

覚

障

害

校　長

氏　名

学

校

栄

養

職

員

都道府
県番号

４ 本校分校別 ５　障害種別

６　教　　　員　　　数

取扱者

氏　名

技

術

職

員

計

令和７年度　学　校　基　本　調　査

秘

欄に　　　　　　　と記入する。

組 合 立
学 校 法 人 立

学　校　調　査　票（特別支援学校）（４－１）

２
（フリガナ）

学校名

病

弱

・

身

体

虚

弱

知

的

障

害

統計法に基づく基幹統計調査

（ 様 式 第 6 号 ）

４.　符号ａ～ｎは，調査票の各欄の同符号と必ず一致しなければならない。

５.　｢計」欄のあるところは，必ず検算をする。

聴

覚

障

害

1
学校の
所在地

〒 （市区郡） （町村） （番地）

電話（　　　　( ) ）

該当する項の番
号を記入する。

該当する項の番
号を記入する。

受け入れる
障害種別に
ついて「1」
を記入する。

教

諭

1

負 担 法 に よ る者

負担法による者（公立のみ）

主

幹

教

諭

肢

体

不

自

由

講師

2

学校医
等の数

学

校

医

内

科

・

外

科

・

眼

科

・

精

神

科

医

を

含

む

※
3

※
3

教諭

0

0

0

※
3 0 6

※
3

0

0 身体虚弱

0

学

校

歯

科

医

講師

兼　務　者

0
視覚障害

障害種別

22　担当障害種別教員数

教諭 助教諭助教諭

本　務　者

3
聴覚障害

5 0

知的障害

肢体不自由

0

4

病 弱 ・

※
3

計

学

校

薬

剤

師

３. ５月１日現在，部は設置されているが，在籍者がいない場合は，｢17通学状況別在学者数｣の該当する部の｢計｣

学校コード
特別支援学校 １

4

Ｎ

統計法に基づ

く国の統計調

査です。調査

票情報の秘密

の保護に万全

を期します。

見本



障害種別 学　　年　　別 年　　齢　　別

女

１学年

女

12～14歳

男

統計法に基づく基幹統計調査

女男男 女

児童数
計病

弱

・

身

体

虚

弱

取扱者

氏　名

報
告
者

２学年 ３学年

学校名

7

7 0

学 級 区 分

学  校

分  校

ｅ

1

秘

児 童 数 合 計

校　長

氏　名

0

訪
問
教
育
学
級

男

ｄ＋ｅ＝ｆ ｄ

0 2 0

令和７年度　学　校　基　本　調　査

学 校 調 査 票（特別支援学校）（４－２）
―令和７年５月１日現在―

６学年５学年

男

15歳以上４学年 ６～11歳

男 女 男 女

7 0 3 0

7 0 4 0

7 0 5 0

7 0 6 0

7 0 7 0

7 0 8 0

7 1 6 0

7 1 7 0

7 1 8 0

7 1 9 0

7 2 0 0

7 2 1 0

7 2 2 0

07 2 3

7 0 9 0

7 1 0 0

7 1 1 0

7 1 2 0

7 1 3 0

7 1 4 0

7 1 5 0

7 2 4 0

7 2 5 0

7 2 6

文　部　科　学　省

0

7 2 7 0

7 2 8 0

7 2 9 0

7 3 0 0

学
級
編
制
別

視
覚
障
害

聴
覚
障
害

知
的
障
害

肢
体
不
自
由

男 女男 女 女男 女

都道府
県番号

学校コード
特別支援学校 ２

4

小
学
部
の
学
級
別
在
学
者
数
（
学
級
ご
と
に
一
段
ず
つ
と
っ
て
記
入
す
る
。
）

15

(1)

１．本校と分校（正規の手続を完了したもの。）は，別々に調査票を作成する。分校の調査票は，
本校で取りまとめ，校長から提出する。

２．数字は， の中に一字ずつ，右側につめて記入する。
３．｢学級編制別」欄には，単式学級は「１」を，また複式学級は「２」を記入する。
４．｢障害種別」欄には，当該学級が単一障害学級の場合には該当する欄に「１」を記入する。

重複障害学級の場合には主たる障害の該当する欄に「１」を，併せ持つ障害の該当する欄に
「２」を，それぞれ記入する。

５．｢訪問教育学級」欄には，該当する学級に「１」を記入する。
６．｢15」欄の記入方法は，手引の説明をよく読むこと。また，５月１日現在学級は設置されて

いるが在籍者がいない学級がある場合は，｢児童数計」及び「学年別」欄に と記

入する。
７．符号ｄ～ｆは，調査票の各欄の同符号と必ず一致しなければならない。
８．｢計」欄があるところは，必ず検算をする。

Ｎ

見本



ａ＋ｂ＝ｃ ａ ｂ

0

0

聴

覚

障

害

知

的

障

害

女 男

学

級

編

制

別

視

覚

障

害

年　　齢　　別

女

6 1 6 0

6

男 女

2 0

6 1 9

6

0

文　部　科　学　省

0

8

中
学
部
の
学
級
別
在
学
者
数
（

学
級
ご
と
に
一
段
ず
つ
と
っ

て
記
入
す
る
。
）
（

つ
づ
き
）

8 0 2 0

8 0 4 0

8 0 3 0

8 0 5 0

8 0 6 0

8 0 7 0

8 0 8 0

8 0 9 0

8 1 0 0

8 1 2 0

8 1 1 0

8 1 3 0

8 1 4 0

0

8 1 6 0

8 1 5

8 1 9

8

8 2 0 0

1 8 0

0

1 7 0 6 1 7

学　校

分　校

報
告
者

障害種別

取扱者

氏　名

校　長

氏　名

学 級 区 分

6 0 0

ｇ＋ｈ＝ｉ
生 徒 数 合 計

学

級

編

制

別

視

覚

障

害

ｇ ｈ

15

（2）

知

的

障

害

01 56

0

1 4 0

1 3

４．｢障害種別」欄には，当該学級が単一障害学級の場合には該当する欄に「１」を記入する。

　重複障害学級の場合には主たる障害の該当する欄に「１」を，併せ持つ障害の該当する欄に

　「２」を，それぞれ記入する。

７．符号ａ～ｃ及びｇ～ｉは，調査票の各欄の同符号と必ず一致しなければならない。

８．「計」欄があるところは，必ず検算をする。

２．数字は，　　　　　の中に一字ずつ，右側につめて記入する。

５．「訪問教育学級」欄には，該当する学級に「１」を記入する。

６．「15」欄の記入方法は，手引の説明をよく読むこと。また，５月１日現在学級は設

　置されているが在籍者がいない学級がある場合は，幼稚部は「幼児数計」及び「年齢

　別」欄に，中学部は「生徒数計」及び「学年別」欄に　　　　　　　と記入する。３．「学級編制別」欄には，単式学級は「１」を，また複式学級は「２」を記入する。

　調査票は，本校で取りまとめ，校長から提出する。

幼
稚
部
の
学
級
別
在
学
者
数
（

学
級
ご
と
に
一
段
ず
つ
と
っ

て
記
入
す
る
。
）
（

つ
づ
き
）

幼 児 数 合 計

6 0

１．本校と分校（正規の手続を完了したもの。）は，別々に調査票を作成する。分校の

学校名

1 0

聴

覚

障

害

男

肢

体

不

自

由

１学年 12～14歳
学 級 区 分

8 0

２学年 ３学年病

弱

・

身

体

虚

弱

学校コード

4

15歳以上

男 女

病

弱

・

身

体

虚

弱15

（3）

障害種別
不

自

由

男 女 女

４　歳

男

学　校　調　査　票（特別支援学校）（４－３）

都道府
県番号

令和７年度　学　校　基　本　調　査

0

年　　齢　　別

6 0

３　歳 ５　歳

女 男

秘 ―令和７年５月１日現在―

幼児数
計肢

体

1 0

1 8

6

6 1 2

6 1 0

6

0

6 0 4

3 0

6 0 8 0

6

統計法に基づく基幹統計調査

女 男

訪

問

教

育

学

級

男 女 男

学　　年　　別生徒数
計

女

6 1 1 0

6 0 5 0

0

6 0 2

0

6 0 9 0

0

特別支援学校 ３

6

07

Ｎ

見本



0

令 和 ７ 年 度 学 校 基 本 調 査

取扱者

氏　名

在 学 者 数

女

0 4 0

5男

5

（４－４）
― 令 和 ７ 年 ５ 月 １ 日 現 在 ―

学 校 調 査 票 （ 特 別 支 援 学 校 ）

学科
番号

男

20 高等部の学科別在学者数及び入学者数

女

計

男

1 0

2

6 1 0

0

0 0

1

６．「15」欄の記入方法は，手引の説明をよく読むこと。また，５月１日現在学級は設置されているが在籍者がいない

2 0

9 6 3 0

9
別

科

9 6 4 0

9

生 徒 数 合 計
ｊ＋ｋ＝l

6

9 1 0 0

01

7

9 0 8 0

9 0 9

0

0

特別支援学校　４

0

別 科

女 男

男 女

３学年

女

科

学科名

女 男 女 普通科

生徒数
計 女男

本 科

21歳以上

学　　　年　　　別

5

都道府
県番号

4

計

科

科

女 男 男

専 攻 科

0 3 0

本科の
入学者数
（再掲）

男

9

5

1

0

女

科

0

5

科

科

専
門
教
育
を
主
と
す
る
学
科
（

小
学
科
別
に
記
入
す
る
。
）

科

科

6

5 0

9 4

9 4

9

3 0

ｋ

本

科

1 2 0

0

9 0

9

9

5 0

9 0

専

攻

科 9 4

科

0

5 0

5

0

5

９．符号ｊ～ｎは，調査票の各欄の同符号と必ず一致しなければならない。

9
ｍ ｎ

計 5

７．「20」の「学科名」欄は，主として履修する科目のコースにより区分して記入する。

0 5 0

9

05

6

　学級がある場合は，｢生徒数計」及び「学年別」欄に　　　　　と記入する。

0

0

7

0

5

8

科

10．「計」欄があるところは，必ず検算をする。

８．「20」欄の「本科の入学者数（再掲）」は，学科別に「在学者数」の「本科」より大きくなることはない。

k l

４．「15」の｢障害種別」欄には，当該学級が単一障害学級の場合には該当する欄に「１」を記入する。重複障害

4 0

　学級の場合には主たる障害の該当する欄に「１」を，併せ持つ障害の該当する欄に「２」を，それぞれ記入する。

j
5 0

1 0
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0
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5 1

9

文　部　科　学　省

５．「訪問教育学級」欄には，該当する学級に「１」を記入する。

　校長から提出する。
２．数字は，　　　　の中に一字ずつ，右側につめて記入する。
３．「15」の「学級編成別」欄には，単式学級は「１」を，また複式学級は「２」を記入する。
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１．本校と分校（正規の手続を完了したもの。）は，別々に調査票を作成する。分校の調査票は，本校で取りまとめ，
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障害種別

統計法に基づく基幹統計調査
秘

報
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者

15（4）高等部の学級別在学者数（学級ごとに一段ずつとって記入する。）（つづき）
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